
二

専
攻
学
科
目　

西
洋
法
制
史

生　

年　

月　

昭
和
四
〇
年　

九
月

略　
　
　

歴　

昭
和
六
三
年　

三
月 

東
京
大
学
法
学
部
卒
業

同　

六
三
年　

四
月 
東
京
大
学
法
学
部
助
手

平
成　

三
年　

九
月 
北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授

同　
　

六
年
一
〇
月 

ド
イ
ツ
・
ギ
ー
セ
ン
大
学
に
て
在
外
研
究
（
平
成
八
年
九
月
ま
で
）

同　

一
二
年　

四
月 

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
助
教
授

同　

一
四
年　

四
月 

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
（
令
和
二
年
三
月
ま
で
）

同　

一
七
年　

一
月 

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
客
員
研
究
員
（
平
成
一
七
年
九
月
ま
で
）

同　

二
四
年　

四
月 

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
客
員
研
究
員
（
平
成
二
四
年
九
月
ま
で
）

令
和　

二
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　
　

二
年　

四
月 

北
海
道
大
学
名
誉
教
授

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

田た　

口ぐ
ち　

正ま
さ　

樹き



一
一

田
口
正
樹
氏
のK

önigliche G
erichtsbarkeit 

und regionale Konfliktbeilegung im
 deutschen 

Spätm
ittelalter: D

ie Regierungszeit Ludw
igs 

des Bayern (1314-1347)

（『
ド
イ
ツ
中
世
後
期

の
国
王
裁
判
権
と
地
域
に
お
け
る
紛
争
解
決　

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
デ
ア
・
バ
イ
ア
ー
の
治
世

（
一
三
一
四
年
–
一
三
四
七
年
）』）
に
対
す
る

授
賞
審
査
要
旨

中
世
ド
イ
ツ
に
お
け
る
諸
権
力
の
分
立
と
割
拠
状
態
を
克
服
し
、
国
家
的

統
合
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
、
一
二
世
紀
以
降
国
王
裁
判
権
は
、
王
権
に

と
っ
て
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書K

önigliche 

G
erichtsbarkeit und regionale K

onfliktbeilegung im
 deutschen 

Spätm
ittelalter: D

ie Regierungszeit Ludw
igs des Bayern (1314-1347)

（『
ド

イ
ツ
中
世
後
期
の
国
王
裁
判
権
と
地
域
に
お
け
る
紛
争
解
決　

ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
・
デ
ア
・
バ
イ
ア
ー
の
治
世
（
一
三
一
四
年
–
一
三
四
七
年
）』）（D

uncker 

&
 H

um
blot, B

erlin, 2017

）
は
、
研
究
史
に
お
い
て
叙
上
の
意
義
づ
け
を
与

え
ら
れ
て
き
た
国
王
裁
判
権
の
実
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、『
平

和
の
擁
護
者
』
で
名
高
い
人
民
主
権
論
者
マ
ル
シ
リ
オ
・
ダ
・
パ
ド
ヴ
ァ
の
庇

護
者
と
し
て
、
統
治
者
の
法
た
る
実
定
法
優
位
と
い
う
そ
の
思
想
に
共
鳴
し

た
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
の
統
治
期
に
お
け
る
国
王
裁
判
権
の
実
体
を
実
証
的

に
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
解
明
し
よ
う
と
し
た
労
作
で
あ
る
。

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
二
重
選
挙
の
末
に
権
力
を
掌
握
し
、
仇
敵
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

美
王
を
、
八
年
を
要
し
て
排
除
し
た
も
の
の
、
す
ぐ
さ
ま
当
時
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン

に
あ
っ
た
教
皇
権
と
対
決
し
、
一
三
四
七
年
に
突
然
の
死
を
迎
え
る
ま
で
、
治

世
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
内
外
の
政
治
抗
争
に
明
け
暮
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
史
で
は
そ
の
国
内
統
治
、
な
か
ん
ず
く
司
法
行
政
に
は
、
概
し

て
低
い
評
価
し
か
与
え
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
。
か
く
の
如
き
評
価
を
決
定
し
た

の
は
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
で
あ
る
が
、
同
人
が
公
刊
し
た
二
巻
本
の
大

著
『
中
世
の
帝
国
宮
廷
裁
判
』（
一
八
六
九
年
）
に
お
い
て
は
、
当
時
の
国
王

裁
判
権
が
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
す
る
幾
つ
か
の
欠
陥
が
挙
げ
ら
れ
て

い
た
。
た
と
え
ば
専
門
化
と
制
度
化
の
不
足
、
国
王
裁
判
管
轄
権
の
狭
さ
、
判

決
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め
の
執
行
能
力
の
弱
さ
な
ど
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
つ
い
て
、
未
刊
行
文
書
を
始
め
一
一
〇
冊
の
刊
本
史
料

集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
記
録
、
わ
け
て
も
『
一
四
五
一
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
国
王

裁
判
お
よ
び
宮
廷
裁
判
に
関
す
る
ウ
ア
ク
ン
デ
ン
レ
ゲ
ス
タ
』
の
一
部
を
な
す

『
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
デ
ア
・
バ
イ
ア
ー
な
ら
び
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
美
王
時
代
』

所
収
の
レ
ゲ
ス
タ
を
基
盤
と
し
、
自
ら
の
史
料
解
釈
を
通
じ
て
上
記
の
諸
点
を



一
一

検
証
し
よ
う
と
試
み
た
。           

そ
の
際
著
者
は
、
先
行
研
究
が
こ
れ
ま
で
採
用
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
二
つ

の
方
法
論
上
の
新
機
軸
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
一
つ
は
国
王
裁
判
権
の
機
能
に

関
し
て
、
当
該
案
件
の
発
端
か
ら
判
決
を
経
て
終
局
に
至
る
ま
で
の
全
過
程

を
、
史
料
に
よ
り
な
が
ら
詳
細
に
検
討
し
、
国
王
裁
判
権
が
一
連
の
過
程
の
中

で
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は

考
察
対
象
を
地
域
ご
と
に
区
分
し
て
分
析
し
、
王
権
と
当
該
地
域
と
の
関
わ
り

合
い
が
国
王
裁
判
権
の
作
動
の
面
で
ど
の
よ
う
な
差
異
を
生
み
出
す
の
か
、
そ

の
独
自
性
を
摘
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
序
論
で
の
問
題
提
起
と
研
究
史
の
総
括
、
そ
し
て
こ
の
研
究
で
著

者
が
採
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
に
、
本
論
を
な
す
三
つ
の
章
が
続

く
。
す
な
わ
ち
研
究
対
象
地
域
と
し
て
設
定
さ
れ
た
中
部
ラ
イ
ン
地
域
、
エ
ル

ザ
ス
・
上
部
ラ
イ
ン
地
域
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
地
域
に
関
す
る
長
短
区
々

の
三
章
で
あ
る
。
こ
の
区
別
は
残
存
史
料
の
多
寡
に
由
来
す
る
。

最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
中
部
ラ
イ
ン
地
域
の
国
王
裁
判
権
の
実
体
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
都
市
同
盟
や
貴
族
同
盟
な
ど
の
水
平
的
指
向
性
の
強
い
紛
争

当
事
者
が
、
国
王
を
仲
裁
者
と
す
る
仲
裁
裁
判
を
利
用
し
た
。
こ
の
地
域
の
覇

権
を
掌
握
す
る
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
も
ま
た
同
様
の
線
で
紛
争
解
決
を
指
向
し

た
。
そ
の
意
味
で
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
の
国
王
裁
判
権
は
、
こ
こ
で
は
比
較
的
強
力

に
機
能
し
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
は
史
料
状
況
に
最
も
恵
ま
れ
、

そ
れ
ゆ
え
他
に
比
較
し
て
、
大
量
の
情
報
を
駆
使
し
て
の
議
論
は
多
岐
に
わ
た

り
、
そ
の
分
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
多
様
な
論
点
が
良
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
委
曲
を
尽
く
し
た
議
論
が
印
象
的
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
い
て
検
討
さ
れ
る
エ
ル
ザ
ス
・
上
部
ラ
イ
ン
地
域
は
事
情
が
異
な

る
。
こ
の
地
域
で
は
中
部
ラ
イ
ン
地
域
と
同
じ
く
比
較
的
多
数
の
王
領
地
と
国

王
都
市
が
存
在
し
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
拠
点
の
大
部
分
が
対
立
王
で
あ
っ
た

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
与
党
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
こ
の
地

域
に
影
響
力
を
行
使
で
き
た
の
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
美
王
を
屈
服
さ
せ
た
後
の

一
三
三
〇
年
代
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
宮
廷
裁
判
所
が
こ
の
地
域
に
姿
を

現
し
た
の
は
一
三
三
〇
年
、
三
三
年
、
三
八
年
、
三
九
年
の
四
回
だ
け
で
あ
る
。

恃
み
に
し
え
た
の
は
帝
国
修
道
院
と
、
王
領
地
の
管
理
を
担
っ
た
貴
族
か
ら
選

ば
れ
た
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
と
称
さ
れ
る
代
官
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
王
権
は

し
ば
し
ば
外
部
か
ら
信
頼
に
足
る
人
物
を
、
宮
廷
の
代
理
人
と
し
て
送
り
こ
ん

だ
り
し
た
。
そ
の
意
味
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
エ
ル
ザ
ス
・
上
部
ラ
イ
ン
地
域
と

の
関
係
は
、
決
し
て
直
接
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
と
呼

ば
れ
る
「
平
和
令
」
を
、
国
王
裁
判
法
廷
の
判
決
を
執
行
す
る
手
段
と
し
て
活

用
で
き
た
の
が
限
ら
れ
た
成
果
で
あ
っ
た
。

最
後
に
分
析
の
対
象
と
な
る
の
は
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
地
域
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
国
王
裁
判
権
の
機
能
が
最
も
弱
体
で
あ
っ
た
。
中
部
ラ
イ
ン
地
域
に
お

い
て
覇
権
勢
力
が
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
地
域
で
は
ケ
ル



一
一

ン
大
司
教
が
類
似
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
で
王
権
が
直
接
に
支
配
し
え

た
の
は
帝
国
都
市
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
み
で
あ
る
。
ケ
ル
ン
大
司
教
の
近
隣
の
グ

ラ
ー
フ
や
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
を
始
め
と
す
る
都
市
同
盟
と
の
絶
え
ざ
る
対
立
は
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
統
治
期
に
お
け
る
ほ
ぼ
完
全
な
国
王
宮
廷
の
不
在
と
い
う
事
実

に
直
面
す
る
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
帝
国
都
市
ド
ル
ト
ム
ン
ト
と
ユ
ダ
ヤ
人
と

の
紛
争
に
関
し
て
国
王
宮
廷
裁
判
の
判
決
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
貴
族

も
修
道
院
も
国
王
に
裁
判
支
配
者
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
多
く

の
紛
争
は
和
解
に
よ
り
終
結
し
た
。

こ
れ
ら
三
地
域
の
比
較
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
国
王
裁
判
権
の
作
動
が

地
域
の
紛
争
解
決
の
様
々
な
回
路
、
す
な
わ
ち
仲
裁
裁
判
、
調
停
、
審
判
制
、

ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
の
機
能
な
ど
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
各
地
域
と
国

王
宮
廷
と
の
人
脈
面
の
繋
が
り
な
ど
の
諸
連
関
を
踏
ま
え
た
上
で
の
評
価
が
求

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
治
下
の
国
王
裁
判

権
の
能
力
と
限
界
は
、
同
時
代
の
ド
イ
ツ
王
国
の
国
制
と
紛
争
解
決
能
力
の
条

件
に
見
合
っ
た
、
上
記
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
回
路
を
要
求
し
た
の
で
あ

り
、
裁
判
権
は
地
域
ご
と
の
諸
条
件
を
適
切
に
組
み
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
と
し
て

機
能
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
書
の
研
究
の
対
象
は
中
部
ラ
イ
ン
、
エ
ル
ザ
ス
・
上
部
ラ
イ
ン
、
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
な
ど
の
ラ
イ
ン
川
沿
い
の
西
部
ド
イ
ツ
に
属
す
る
諸
地
域
で
あ

る
。
一
九
七
〇
年
代
に
秀
れ
た
研
究
が
現
れ
た
南
西
ド
イ
ツ
は
別
に
し
て
、

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
な
ど
の
東
部
で
は
い
か
な
る
事
態
で
あ
っ
た
か

な
ど
更
な
る
学
問
的
興
趣
は
尽
き
な
い
が
、
そ
の
解
明
は
著
者
の
今
後
の
課
題

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
統
治
期
の
国
王
裁
判
権
を

新
た
に
評
価
し
直
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
」
と
い
う
、
ド
イ
ツ
学
界
に
お
け

る
評
言
が
示
す
よ
う
に
、
同
書
が
ド
イ
ツ
中
世
史
お
よ
び
法
制
史
に
新
た
な
学

問
的
地
平
を
開
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
点
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。 


